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特  許

年初 4 ヶ月の中国の特許出願は V 字型で推移、新興産業分野の特許創造が活発

一、国内特許出願が急速に回復している。

2020 年 1 月から 4月までの中国における特許出願は 132.3 万件で、前年同期比 5.7% 増となった。

月間別で見ると、国内特許出願は前年同期比で加速して V字型で推移している。

特許出願の急速な回復は、コロナ禍による情勢の変化に市場主体が積極的に対応し、革新的なエネルギ

ーの転換と向上により、科学技術イノベーションのペースを絶え間なく加速させていることをはっきりと

表している。

二、企業の特許出願が率先してプラス成長を実現する。

1 月から 4 月までの中国における企業の特許出願は前年同期比 8.1% 増となった。そのうち、発明特許の

出願は 25.9 万件で、前年同期比 4.2% 増となった。

ハイテク企業は企業による特許創造の中堅的な力である。年初4ヶ月で、発明特許を出願した中国大陸（香

港・マカオ・台湾を除く）の企業は合計 6.5 万社で、そのうち、2.9 万社はハイテク企業で、44.6％を占

めている。１社あたりのハイテク企業の発明特許の出願は平均4.9件で、他の企業と比べて1.7件上回った。

三、新興産業分野の革新的運動エネルギーが育まれている。

1 月から 4 月までの中国における発明特許の出願のうち、新世代情報技術産業に占める比率は前年同期

比 1.8 ポイント上昇した。
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特  許  

以上のデータは、インターネット、ビッグデータ、クラウドコンピューティング、AI、ロボットなどの

技術イノベーションを反復的に加速し、新モデルと新業態が絶え間なく出現し、新たな成長分野の成長極

が大きく育まれており、長期的に安定した中国経済の発展のために新たな運動エネルギーを注入している。

四、国外から中国への特許出願は前年同期比でほぼ安定している。

1月から 4月までの国外の出願人による中国での特許出願のデータは以下の通りである。

以上のデータから、新型コロナショックによる情勢の変化に直面し、中国企業は国外市場の見通しに依

然として自信を持っており、知的財産権の保護を強化することで積極的な国際市場の開拓を堅持している

ことがわかる。

国家知識産権局　より

月間別で見た国外から中国への特許出願のデータの変化は以下の通りである。

以上のデータを初歩的に見ると、中国市場を有望視するという国外企業の共通認識はコロナ禍よって変

化してはいない。

五、革新主体の外国特許網の分布が着実に発展している。

1 月から 4 月までに中国の出願人が国家知識産権局に提出した PCT 国際特許出願及び外国に提出した発

明特許の出願に関するデータは以下の通りである。
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特許の種類ごとに細分化した関連データは下表の通りである。

商標の出願と授権に関するデータは下表の通りである。

知的財産権  

中国知財局、2020 年 1 月～ 5 月知的財産権統計データ

最近、国家知識産権局が 2020 年 1月～ 5月の知的財産権の主な統計データを発表した。2019 年との同期

比は以下の通りである。

（注：以上の「↑」と「↓」はそれぞれ「増加件数」/「減少件数」あるいは「増加」/「減少」を表す。）

国家知識産権局　より


